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研究成果の概要： 

冷戦体制期のアメリカと日本を中心としたメディア（とりわけアニメーション）のネットワ
ーク形成に関する資料収集、インタビュー調査を通して、従来メディアの表象分析に限られて
いたアニメーション文化がその形成においてどのように冷戦時の情報外交、文化政策が関係し
ていたかを明らかにした。イギリス、アメリカ、トルコ、インド、韓国、シンガポール、東京
をはじめとした国際会議での発表及び意見交換をはじめ、別記にある論文、著書によってその
成果をまとめた。 
 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 1,700,000 0 1,700,000 

２００７年度 1,100,000 0 1,100,000 

２００８年度 700,000 210,000 910,000 

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 210,000 3,710,000 

 
 

研究分野：文学・メディア論 

科研費の分科・細目：文学・各国文学・文学論 

キーワード：アメリカ、冷戦、東アジア、メディア、記憶、アニメーション文化 

 
１． 研究開始当初の背景 

 アニメーションをはじめとする現代日本
文化は、今日グローバルなレベルで受容され
ている。しかし、それが冷戦期のアメリカ、
及びグローバル化時代の東アジアにおいて
いかなる政治経済的、社会的、文化的な力学
のなかで形成されてきたのかについては充
分な研究がなされていない状況にあった。 

申請者は博士論文の執筆を通じて、戦後の
大衆娯楽文化を考える上で冷戦期の米国に
よる〈文化〉の外交政策とメディアのネット
ワークの構築が非常に重要な役割を果たし

ていたにもかかわらず、いまだ実証的には充
分にカバーされていないことを認識するに
いたった。そのため申請者は「東アジアにお
けるメディアの文化交通と公共性の再構築」、
「多文化主義論争と公共性の再構築」をテー
マに、これまで従事していた研究の方向性を
さらに精緻化し、かつての〈西側〉における
戦後の米国側のメディア文化のネットワー
クの形成について調査・研究を進めている最
中であった。 

その過程において、国際交流基金アジアセ
ンター主催による「アジア理解講座」でテレ
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ビアニメ「世界名作劇場」以降の現代日本に
おけるアニメと昨今の韓国映画の隆盛に関
する講義と共著『超える文化、交錯する境界』
の発表、宮崎駿をはじめとするスタジオジブ
リ映画とディズニーについて政治的、経済的、
文化的見地から考察した論文を各種雑誌に
発表していた。また 2005 年１月には日本の
アニメーションを通して多文化主義と現代
メディアについて台湾で講演を行うなど、日
本、韓国、台湾をはじめとする東アジア各地
域におけるメディア表象と多文化主義の行
方について探求してきた。スタジオジブリを
はじめとする宮崎駿論と台湾での講演は、こ
れまでにない示唆的な見解として好意的な
評価を得て、中国語に翻訳されて紹介されて
いる。 

以上の背景により、本研究によってこのテ
ーマをさらに深化させたいと考えて申請し
た。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、冷戦期において、ディズ
ニーをはじめとするメディアのネットワー
クを米国の外交政策と政府文書を紐解きな
がら、米国がどのような政策に基づいてメデ
ィア文化を海外に流通させていったのか、そ
して日本のメディアがどのようにそれを受
容していったのかを、同時代の東アジア諸国
との政治経済的、文化的関係から実証的かつ
理論的に検証することである。 

 

３．研究の方法 

主に下記４つ方法によって研究目的の達
成を目指した。 

 

(１）冷戦体制期の米国の娯楽メディア、とり
わけアニメーションと情報外交に関する文
献の網羅的な収集と解読。具体的には、米国
東海岸の大学、メディア機関、公立図書館、
シンクタンク等の適任者の紹介を受け、聞き
取り調査を実施。 

 

(２）アニメーションを中心とした大衆メディ
ア文化活動については、実際に携わった監督、
アニメーター、芸術家、知識人、下請け労働
者、映画制作会社、編集者、読者、視聴者を
もとに聞き取り調査を行うこととした。同時
に散逸の著しい映像関連の資料を収集して
資料的な空白部分を埋めながら、冷戦期の米
国のメディア政策と日本のアニメーション
産業の政策的な交渉について検証していく
こととした。 

 

(３）アニメーションの制作と作品の文化表象
の読解分析。原作とのあいだにどのような文
化的翻訳、イメージの変換がなされたか、そ
れが国を横断するときにどのような意味を

もることになったのかを徹底的に検証。 

 

(４）上記（１）～（３）を踏まえた上で現代
日本のアニメーション文化が東アジアにお
いていかに受容・消費されたいかをインタビ
ュー調査を中心に冷戦期の米国と各国との
関係、および日本との歴史的、政治的関係を
再考しつつ徹底して検証していく。 

 

４．研究成果 
 本研究は、冷戦期のアメリカの文化政策、
同時期の日本のメディア、アニメーション政
策とその現場、そして冷戦後の東アジアにお
ける受容と消費の現状について、丹念に資料
を収集、分析し、かつ製作者、視聴者のイン
タビューを通じて、そこにどのような政治的、
文化的な力学が働いているのかを多角的に
分析することができた。下記にあるように、
その成果は、国内外を問わず、数多くの研究
発表、シンポジウムでの議論及び論文発表に
よって知的な基盤を整理した。 

 とりわけ、2006 年のトルコ、イスタンブ
ールでの発表、2007 年のインドバンガロー
ルでの発表、韓国で行われた国際シンポジウ
ム「東アジアにおける冷戦文化のダイナミク
ス：1960~70 年代の冷戦期における地域文化
の変容と国民国家の文化政治」での発表は、
アジアの多くの研究者と貴重な議論を交わ
すことができ、その後成果をまとめる上で多
大な示唆を受けることができた。 

 研究の進行としては、一年目、二年目は日
本と米国について研究の基盤となる情報･資
料収集とその分析に努め、三年目はそれらを
踏まえた上で東アジアに視野を広げながら
日本と東アジア、アメリカと東アジア、東ア
ジアにおける日本の記憶と文化受容、東アジ
アにおけるアメリカの記憶と文化受容、そし
て東アジアにおいて日米の文化の記憶と受
容のあり方の差異と受容・変容のありように
ついて探っていった。また東アジアでは、近
年とりわけ中国がこれまでになく政策的に
文化に力を注ぎ、多様な展開を繰り広げてい
る。そのため、上海に赴き、現地のメディア
状況に関する貴重な意見･情報を得ることが
できた。 

今後はここで築いた知的基盤をもとに、文
化、メディアに対してこれまでになく大規模
に国家的な展開を進めている（現在の中国に
代表されるような）現状を踏まえながら、よ
りグローバルな視点から考察を深めていき
たい。 
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